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拙政園

太湖

清名橋と運河

　
蘇
州
は
上
海
か
ら
西
へ
お
よ

そ

㌔
に
あ
る
江
蘇
省
第
１
の

都
市
。人
口
お
よ
そ
１
千
万
人
。

中
国
で
川
と
橋
が
最
も
多
い
都

市
と
さ
れ
、
古
く
か
ら
「
東
の

水
の
都
」
「
東
洋
の
ベ
ニ
ス
」

と
呼
ば
れ
て
き
た
。

　
市
内
を
流
れ
る
中
国
大
運
河

と
九
つ
の
古
典
庭
園
「
蘇
州
古

典
園
林
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。

　
●
拙
政
園

　
明
の
時
代
の
政
徳
年
間
、
高

官
か
ら
失
脚
し
た
王
献
臣
に
よ

り
造
ら
れ
た
と
い
う
古
典
庭

園
。
世
界
遺
産
で
、
「
中
国
四

大
名
園
」
「
蘇
州
四
大
名
園
」

の
一
つ
。

　
約
５
万
平
方
㍍
の
広
大
な
敷

地
に
中
園
、
東
園
、
西
園
と
三

つ
の
エ
リ
ア
を
展
開
。
敷
地
の

お
よ
そ
７
割
が
池
と
堀
で
、
自

然
と
造
形
物
が
一
体
と
な
っ
た

独
自
の
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し

て
い
る
。
見
ど
こ
ろ
は
中
心
的

建
造
物
の
遠
香
堂
と
、
北
寺
塔

を
借
景
に
し
た
庭
園
の
風
景
な

ど
、
中
園
に
集
中
し
て
い
る
。

　
●
留
園

　
拙
政
園
と
と
も
に
「
中
国
四

大
名
園
」
「
蘇
州
四
大
名
園
」

の
一
つ
。
明
代
の
万
暦
年
間
、

当
時
の
高
官
だ
っ
た
徐
泰
時
の

個
人
庭
園
と
し
て
造
園
さ
れ
、

そ
の
後
、
荒
廃
し
た
も
の
の
、

清
の
同
治
年
間
に
再
建
さ
れ

た
。面
積
は
約
２
万
平
方
㍍
と
、

拙
政
園
に
次
い
で
蘇
州
で
２
番

目
の
広
さ
。

　
拙
政
園
が
自
然
を
多
く
取
り

入
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
留
園

は
多
彩
な
建
築
物
と
奇
石
を
多

く
配
し
て
い
る
の
が
特
徴
。
奇

石
の
一
つ
冠
雲
峰
は
高
さ
６
・

５
㍍
の
太
湖
石
で
、
留
園
の
宝

石
と
い
わ
れ
る
名
石
。
太
湖
石

は
太
湖
周
辺
で
採
れ
る
石
で
、

浸
食
に
よ
り
無
数
の
穴
が
開
い

て
い
る
。
昔
か
ら
観
賞
用
と
し

て
重
宝
さ
れ
て
い
る
。

　
●
滄
浪
亭

　
「
蘇
州
四
大
名
園
」
の
一
つ

で
、
唐
の
時
代
に
呉
越
広
陵
王

の
銭
元
僚
が
造
園
し
た
と
い

う
、
蘇
州
最
古
の
庭
園
。
後
に

宋
の
時
代
の
詩
人
、
蘇
舜
欽
が

別
荘
と
し
て
手
に
入
れ
、
改
装

し
た
。

　
運
河
に
隣
接
し
、
園
内
の
築

山
に
建
て
ら
れ
た
東
屋
、
滄
浪

亭
か
ら
園
内
を
見
渡
せ
る
。
園

内
に
植
え
ら
れ
た

種
類
も
の

竹
も
見
ど
こ
ろ
。

　
●
獅
子
林

　「
蘇
州
四
大
名
園
」の
一
つ
。

元
の
時
代
、
禅
寺
の
高
僧
、
天

如
禅
師
惟
則
の
弟
子
が
禅
師
の

た
め
に
造
園
し
た
と
い
う
禅
式

の
庭
園
。

　
園
内
は
多
く
の
太
湖
石
が
飾

ら
れ
、
獅
子
の
形
に
似
た
石
が


個
あ
る
と
い
う
。

　
●
そ
の
他
の
古
典
庭
園

　
世
界
遺
産
を
構
成
す
る
そ
の

他
の
庭
園
は
、
網
師
園
、
環
秀

山
荘
、芸
圃
、耦
園
、退
思
園
。

　
１
９
９
７
年
に
拙
政
園
な
ど

４
園
、
２
０
０
０
年
に
滄
浪
亭

な
ど
５
園
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。

　
●
運
河

　
北
京
―
杭
州
を
結
ぶ
総
延
長

２
５
０
０
㌔
に
及
ぶ
中
国
大
運

河
（
京
杭
大
運
河
）
は
、
隋
の

時
代
の
６
１
０
年
に
完
成
。
２

０
１
４
年
に
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
。

　
蘇
州
市
内
は
大
中
小
の
運
河

が
縦
横
無
尽
に
張
り
巡
ら
さ

れ
、
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
る

な
ど
人
々
の
生
活
に
溶
け
込
ん

で
い
る
。

　
運
河
周
辺
の
散
策
は
、
昔
の

町
の
た
た
ず
ま
い
が
残
る
平
江

歴
史
文
化
街
区
や
山
塘
歴
史
文

化
街
区
、
中
国
で
最
も
完
璧
に

残
る
水
陸
城
門
遺
跡
の
盤
門
が

お
す
す
め
。
運
河
を
巡
る
ク
ル

ー
ズ
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
無
錫
は
上
海
か
ら
西
へ
お
よ

そ
１
３
０
㌔
。
海
外
の
企
業
が

相
次
い
で
進
出
し
、「
小
上
海
」

と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
経
済
が
発
展

し
て
い
る
。
人
口
お
よ
そ
６
０

０
万
人
。
中
国
五
大
淡
水
湖
の

一
つ
、
太
湖
を
抱
え
、
蘇
州
同

様
、市
内
に
大
運
河
を
は
じ
め
、

多
く
の
運
河
が
張
り
巡
ら
さ
れ

る
水
郷
の
町
だ
。
ヒ
ッ
ト
曲

「
無
錫
旅
情
」
で
日
本
で
も
広

く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
●
太
湖

　
面
積
２
２
５
０
平
方
㌔
で
、

日
本
の
琵
琶
湖
の
約
３
・
４
倍
。

鄱
陽
湖
（
江
西
省
）
、
洞
庭
湖

（
湖
南
省
）
に
次
ぐ
、
中
国
で

３
番
目
に
大
き
な
淡
水
湖
。

　
遊
覧
船
で
の
ん
び
り
と
ク
ル

ー
ズ
を
楽
し
め
る
。

　
●
蠡
園

　
太
湖
の
一
部
、
蠡
湖
（
五
里

湖
）
を
借
景
と
し
た
庭
園
。
越

王
勾
践
に
仕
え
、「
臥
薪
嘗
胆
」

の
故
事
で
知
ら
れ
る
范
蠡
ゆ
か

り
の
地
。
園
内
に
は
太
湖
周
辺

で
採
れ
る
太
湖
石
が
ふ
ん
だ
ん

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
●
黿
頭
渚
公
園

　
太
湖
に
突
き
出
た
半
島
で
、

湖
の
観
光
拠
点
の
一
つ
。
半
島

が
ス
ッ
ポ
ン
の
頭
の
形
に
似
て

い
る
た
め
こ
の
名
が
付
い
た
と

い
う
。

　
公
園
は
桜
の
名
所
と
し
て
有

名
。
お
よ
そ
３
万
本
の
桜
が
植

え
ら
れ
た「
中
日
桜
花
友
誼
林
」

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
●
運
河

　
蘇
州
と
同
様
に
中
国
大
運
河

が
市
内
を
通
り
、
町
の
至
る
と

こ
ろ
に
水
路
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
。

　
運
河
に
か
か
る
清
名
橋
は
、

明
の
時
代
に
作
ら
れ
た
ア
ー
チ

型
の
石
橋
。
無
錫
の
運
河
風
景

を
代
表
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト

だ
。
こ
の
清
名
橋
や
古
刹
、
古

窯
遺
跡
を
巡
る
古
運
河
ク
ル
ー

ズ
が
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
●
霊
山

　
郊
外
に
あ
る
仏
教
の
聖
地
。

　
高
さ

㍍
、
世
界
最
大
の
露

天
青
銅
立
像
と
い
う
霊
山
大
仏

が
最
大
の
見
ど
こ
ろ
。ほ
か
に
、

巨
大
な
釈
迦
の
手
の
ひ
ら
や
、

釈
迦
の
誕
生
を
表
現
し
た
音
と

噴
水
の
シ
ョ
ー
も
。

　
●
日
本
ゆ
か
り
の
場
所

　
相
模
原
市
と
の
友
好
都
市
締

結
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
五

重
塔
が
あ
る
「
中
日
友
好
園
」

や
、
日
本
の
梅
の
研
究
者
、
松

本
紘
齊
氏
の
支
援
で
作
ら
れ
た

梅
園
の
観
賞
施
設「
紘
齊
苑
」、

日
本
に
も
渡
来
し
た
高
僧
・
大

覚
禅
師
ゆ
か
り
の「
朝
陽
禅
寺
」

な
ど
が
見
ど
こ
ろ
。

　
今
年
２
０
１
７
年
は
日
本
と
中
国
の
国
交
正
常
化

周
年
。

両
国
で
多
く
の
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
国

で
は
日
本
人
観
光
客
の
さ
ら
な
る
誘
致
に
向
け
て
、
省
ご
と
の

Ｐ
Ｒ
事
業
も
盛
ん
だ
。国
交
正
常
化

周
年
中
国
特
集
。今
回
、

「
南
京
」
「
蘇
州
」
「
無
錫
」
の
有
名
観
光
地
を
抱
え
る
江
蘇

省
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

明孝陵（参道）

中山陵

牛首山 大報恩寺遺跡公園

　
南
京
は
江
蘇
省
の
省
都
で
、

人
口
お
よ
そ
８
０
０
万
人
と
蘇

州
、
徐
州
に
次
ぐ
同
省
第
３
の

都
市
。上
海
か
ら
約
３
０
０
㌔
、

高
速
鉄
道
を
使
え
ば
お
よ
そ
２

時
間
半
で
着
く
。
日
本
か
ら
は

東
京
、
大
阪
、
福
岡
、
静
岡
、

沖
縄
と
の
間
に
直
行
便
が
運
航

し
て
い
る
。

　
中
国
四
大
古
都
（
北
京
、
西

安
、
洛
陽
）
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
、
古
く
か
ら
中
国
の
政
治
の

中
心
地
と
し
て
、
歴
史
の
表
舞

台
に
登
場
し
て
き
た
。
紀
元
前

４
７
３
年
、
越
王
の
勾
践
が
呉

を
破
り
、こ
の
地
に
都
を
創
建
。

そ
の
後
も
東
呉
、
東
晋
、
宋
、

斉
、
梁
、
陳
（
以
上
を
六
朝
と

呼
ぶ
）
、
南
唐
、
明
、
太
平
天

国
、
中
華
民
国
と
い
う

の
歴

代
王
朝
と
政
権
が
こ
こ
に
都
を

置
い
た
。

　
市
内
に
は
「
博
愛
主
義
」
を

唱
え
た
近
代
民
主
主
義
の
祖
、

孫
文
（
孫
中
山
）
を
ま
つ
る
中

山
陵
を
は
じ
め
、
多
く
の
歴
史

的
遺
産
が
あ
る
。

　
●
中
山
陵

　
孫
文
を
ま
つ
る
陵
。
孫
文
が

没
し
た
１
９
２
５
年
に
着
工

し
、１
９
２
９
年
に
完
成
し
た
。

　
３
９
２
段
の
階
段
の
上
に
、

孫
文
が
眠
る
石
の
棺
を
安
置
す

る
祭
堂
が
あ
る
。
３
９
２
の
数

字
は
、
孫
文
が
中
華
民
国
の
大

統
領
に
就
任
し
た
当
時
の
国
の

人
口
（
３
億
９
２
０
０
万
人
）

に
ち
な
ん
だ
。
青
い
屋
根
と
白

い
壁
の
祭
堂
が
周
囲
の
自
然
と

鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
描

い
て
い
る
。

　
孫
文
が
唱
え
た
博
愛
主
義

は
、
人
々
は
国
や
地
域
を
超
え

て
広
く
愛
し
合
う
べ
き
だ
と
い

う
平
等
愛
の
精
神
で
、
揮
毫
で

好
ん
で
書
い
た
言
葉
だ
。

　
●
明
孝
陵

　
明
の
初
代
皇
帝
、
朱
元
璋
と

そ
の
皇
后
を
ま
つ
る
陵
墓
。
２

０
０
３
年
、
「
明
・
清
王
朝
の

皇
帝
墓
群
」
を
構
成
す
る
一
つ

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。

　
陵
墓
に
向
か
う
参
道
の
左
右

に
は
、

対
の
動
物
の
石
像
、

４
対
の
文
官
・
武
官
の
石
像
が

並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
石
像
も

明
代
の
貴
重
な
も
の
と
い
う
。

　
陵
周
辺
の
梅
花
山
は
南
京
の

市
花
、
梅
の
名
所
。

万
本
あ

ま
り
が
植
え
ら
れ
、
初
春
の
シ

ー
ズ
ン
に
は
赤
、
白
、
ピ
ン
ク

と
、
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か

せ
る
。
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
る
梅
ま
つ
り
に
は
多
く

の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

　
●
夫
子
廟

　
孔
子
を
ま
つ
る
廟
。

　
南
京
の
下
町
に
あ
り
、
廟
の

一
帯
も
夫
子
廟
と
呼
ば
れ
る
昔

な
が
ら
の
繁
華
街
と
な
っ
て
い

る
。
毎
年
旧
正
月
に
行
わ
れ
る

ち
ょ
う
ち
ん
ま
つ
り
に
は
１
日

で
５
万
人
あ
ま
り
が
訪
れ
る
。

　
周
囲
の
小
川
、
秦
淮
河
を
巡

る
遊
覧
船
は
、
夜
の
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
が
美
し
い
。

　
●
総
統
府

　
辛
亥
革
命
後
の
、
中
華
民
国

の
臨
時
政
府
の
建
物
。
孫
文
や

蒋
介
石
が
執
務
し
た
。
今
は
近

代
史
の
博
物
館
に
な
っ
て
い

る
。

　
●
大
報
恩
寺
遺
跡
公
園

　
近
年
、
市
の
観
光
局
が
推
し

て
い
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
大
報

恩
寺
遺
跡
公
園
と
牛
首
山
だ
。

　
大
報
恩
寺
は
中
国
で
２
番
目

の
長
い
歴
史
を
持
つ
と
い
う
仏

教
寺
院
で
、
南
朝
４
８
０
寺
の

起
源
と
さ
れ
る
古
刹
。

　
２
０
０
７
年
か
ら
開
始
さ
れ

た
再
建
工
事
と
考
古
発
掘
を
通

じ
て
２
０
０
８
年
に
宋
代
の
財

宝
や
文
物
が
大
量
に
見
つ
か

り
、
中
で
も
注
目
を
集
め
た
の

が
二
重
の
鉄
箱
に
入
っ
て
い
た

宝
塔
だ
っ
た
。

　
表
面
に
「
仏
頂
真
骨
」
な
ど

の
文
字
が
あ
っ
た
宝
塔
に
は
仏

舎
利
（
釈
迦
の
遺
骨
）
が
納
め

ら
れ
、
釈
迦
の
本
物
の
頭
蓋
骨

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
世
界
を
驚

か
す
大
発
見
と
な
っ
た
。

　
敷
地
に
は
、
明
の
時
代
に
建

立
さ
れ
、
「
世
界
七
大
奇
観
」

の
一
つ
と
い
わ
れ
た
塔
「
大
報

恩
寺
塔
」
を
再
建
し
た
。

　
●
牛
首
山

　
牛
首
山
は
仏
教
の
名
山
で
、

毎
年
旧
暦
の
１
月

日
の
元
宵

節
か
ら
４
月
８
日
の
浴
仏
節
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
行
事
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
大
報
恩
寺
で
発
見
さ

れ
た
釈
迦
の
頭
蓋
骨
な
ど
、
歴

史
的
発
掘
物
を
顕
彰
、
保
存
す

る
「
仏
頂
宮
」
の
建
設
が
進
め

ら
れ
、
第
１
期
工
事
が
２
０
１

５
年

月
に
完
了
。
仏
頂
真
骨

の
奉
安
式
が
行
わ
れ
た
。

　
現
在
は
「
南
京
牛
首
山
文
化

観
光
区
」
と
し
て
、
新
た
な
観

光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。


